號十第卷一第誌雜究硏物 


植物研究 if 誌第一卷第十號 


大正 - fc 年一月三十 I 日 


〇日本美術院 s ーテ講演セル「繪晝 s !於ケル植物」(承前) 

牧野富太郞 

其レカラ美術家ノ方デ或ハ植物/名稱ノ分ラヌモノガア，トカ、或ハ其他ノ研究ヲ要ス，售ガアルトカ云フト 
キニ其レヲ植物學者-1御相談-ーナルト云フヤクニナレバ玆二植物學ノ方卜美術ノ方トノ關係ガ出來、聊カタリ 
トモ植物學ガ美術ノ方へ貢獻ス，コトガ出來〆ヤクニナ〆、動物モ無論書一中二入广モノナレドモ植物ホド多ク 
畫二描力 C モノハナィノデア〆カラ右ノ樣一一多少ナジ i 植物學ノ方カラ美術ノ方へ貢獻スグ T ガ出來〆 
ヤゥニナレノ亦私共ノヤッテ居 S 物學ノ發展ノー助トモナルノデアグ其レ故私ハ機會サヘアレバ種々ノ方面 
-1 植物學ヲ結ビ附ケタィト云フ希望ヲ常-一有シーア居〆カラ美術方面/事二對シテモ自分./氣ノ附タコトハ遠慮 
ナク申 上 グル覺悟デア， 、其 レデ今日ノ造花二就キテモ、造花ニハ非常-一缺點ガア /r ノデ、前-ーモ神田區ーッ橋 
通ノ共立女子職業學校カラー度造花ヲ見テ吳レト云フ話ガアッテ往ッテ見夕所ガ成程我日本人ノ手先ハ器用ナ 
故一一技術ノ方/ナカナカ發達シテ巧ミニ出來テ居ッタガ然シ形態方面ヲ吟味シテ見ルト殆ンド三四時間ヲ費シ 
テモソレデモマ.ダ數へ切レヌ程澤山ノ缺點ガ現ハレテ®ッタ其レ、ノ悉ク皆植物學上カラ見夕所ノ缺點デアツテ 
技術上ノ缺點デ、ンナカッタ、扭ーブ造花/形狀姿態ガ正確トナリ其精巧ナ技術卜相待ッテ行ケバ我邦ノ造花ハ追 
々西洋ノ造花ヲモ凌グヤクニナルノデアラウト思フト同時二私共ノヤッテ居，植物學ガ他山ノ石トナッーグサウ 
云フ方面ノ改良進歩ヲ促スコトガ出來レバ此上モナイ喜ビデアルト思ッテ忌憚ナク其學校ノ造花ヲ批評シーグ見 


日本美術院ニデ講演セル「繪畫二於ケル植物」 
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日本美術院 - I テ講演セル r _ 畫-1於ケル植物」 ___ 

夕是レハ決シテ他ノ專門ノ缺點ヲ探シ出シーグ快トスルヤウナ心デヤツタノデハナイ、晝ノ方二就 r モ私ハ晝卜 
實際トノ背馳ヲ非常 一 I 殘念-一思フユ H 一-、或ハ自分勝手ナ意見力乇知ラヌガ、前一一申シタ樣一一繪晝ハ形狀姿勢ガ 
正確デアッーグソシテソレガ美術化サレタ乇ノトナツーグ居ナケレパナラヌト公言シク/デア，然シ私モ尙一固/ 
老書生デアッテ未ダ自分ノ硏究シク居ル學科デサへモ其堂奥-一造ルコトノ出來ナイ者ダカラ到底十分ナ事ハ御 
話ガ出來兼ヌルガ然シ.知ッテ居ルダケノコトハ何時デモ質問-一應ジテ御答スルコトハ決シ，グ厭フ所デハナイ、 
サウシク御互一一硏究スルコトニ努メタイト思フ、此ノ如クシテ私ハ成，べク植物學卜社會ノ種々 ノ 方面トヲ必 
要 >1 應ジテ連絡サセタイト思ッテ居ルコトハ上-一言ッタ通ジデアグ、御覽ノ通リ日本 C 近.來非常二.開ケテ來夕 
植物ノ如キモノモ外國カラ大分輸入セラレ內地一 j 於，7*モ交通ノ便ヲ籍リーグ九州地方ノ樹ヲ東京へ持ーグ來テ植工 
ルトカ東京ノ樹ヲ九州へ移シー7*植 M 〆 トカ云フヤウ1一段々錯綜シテ來夕例へパ今日東京デ春ノ盛リヲ觀賞サレ 
ル樱ノ如キハ私共'ガ始メテ東京へ出ーグ來夕時分-}ハ地方デ/マダー本モ見ル n トガ出來ナカッタノデア V 、ア 
ノ枝ヲ埋メ 〆 位一一 花ノ眹ク此東京ノ櫻ハ植物學ノ方 デ- >■* 其 名ヲ染弁吉野卜稱スルガ植木屋ナドデハタ V ' 吉野卜 
呼ンデ居 ル 此レ、ノ始メ 、ノ 殆ンド東京一一限ラレテ居夕櫻 デ アルガ近年二至ッテハ，諸方二移シ植エラレ今日デハ殆 
ンド全 國到ル 處デ 見得ラル、 ャウー ーナッタ來夕、所ガ此櫻ガ何時頃東京-一出來タカト云フト是ハ德川ノ末期 ，I 
現レ出タモノデ初期-一 A 無論無カ ッタ モノデアル、 甞 テ私ガ何カノ 雜誌 二 書 イタコト ガアツタガ歷史晝ナドヲ 
描ク人ガ德 川 末期以前ノ江戶ノ繁華ヲ寫ストキ-一其晝-一未ダソノ 時分 出來テ居ナイ今日見广ヤウナ櫻ヲ描キ添 
へタトスンパソレハ間違ニナ 〆 譯デア，其レ故歷史晝ナドヲ描クトキハ其邊ノ事ナドモ愼重, 一考へテ 手 ヲ着ケ ー 

ヌト折角苦心慘儋ノ作ガ大一一其價値ヲ損ズルコト,ーナルト思フ、先日文展ノ晝一一就テ其枇評ヲ新聞二書イタガ 
例へパ花合セノ中-一山百合ガア.シラッーグアルナドモ感心シナイコトデアッテ、此百合ハ今日デハ何處 モー I 能クー I 

植 M テアルガ往時ハソクヤタラ-1作ッテハナカツタモノデアル其レ故此山百合/古ノ花合 セ ノ材钵 ，ー ハ不適當 
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ナモノト思フ、其レカラズット以前ノ文展一一出夕滿谷氏/畫デアッタト思フガ議灼姬ノ圖ノ中-一能ク今日人ノ謂 
フ月見草ガ描テアッタ此草ハ私共ノ方デハ月見草トハ云ハズーー大待宵草卜云ッテ居 〆 神々トシタ«灼姬ノ後方 
-1 爺ナンガ居テ其後一一在ル山ノ端カラ月ガ出テ居ル其處一一所謂月見草ノ莅ガ澤山睽テ居ッテ此晝ノ趣向ハ大變 
二面白ク出來テ居ッタ、所デ殆ンド神代的ノ物語ノ畫ノ中-一描テア，此月見草ハ極新ラシィ明治ノ世二北亞米 
利加カラ渡來シタモノデアッテ其以前-ーハ日本-ーハ無カッタノデアグ其レ故-一私共ノ眼ニハ此畫，餘リ面白ク 
感ジナィノデ其當時ニモ所感ヲ或火雜誌二書ィタヤウナ譯デア 〆 、サク云フヤクナコトデ折角苦心ノ結果-一成 
ッタモノガ值グラ他カラ非難セラレ火樣デハ本人-一取ッテハドレ程殘念ナコト、思フノデア，カラ晝中一一入 〆 
べキモノハ穿鑿/上-ーモ能ク穿鑿シテ筆ヲ染メ 〆 ヤク-ーシタィ/デア，殊一一大作ヲ試ミヨクトス，際ニハ十分 
缺點ノナィヤウーー豫ジメー 入ノ穿鑿ガ肝要デアグト思フ、前一ーモ申上夕如ク今後ノ御客様ハ漸次二智識ガ進ム 
カラ自然ソンナ事ヲ何ントカ彼トカ ' ヤカマシク言フ人ガ段々殖ヱテ來 〆 ソコデ晝ガ此等/人々カラ種々-1非難 
セラ 〆 ヽ缺點ヲ有ス 〆 ノハ晝ノ爲メ1一甚ダ面白クナィ私ハドンナ方面カラ見テモ畫-一一點ダモ非難ノ無ィモノ 
ニシテ戴キタィト切-一希望スル然シ其 V ハ言フべクシテ ff ヒ得べカラザ，コトデナク言フべクシテ行ヒ得ラ， 
ヽコト、思フ何トナレパ凡ソ晝中二入リ來，植物ノ如キ、ノ多クハ世間一一有リ觸レタモノデアッテサウ深山幽谷 
ヲ搜サ.ナケレバ見當ラスト云フヤウナ珍ラシィモノデハナイノデア，カラ詮議ハ幾ラデモ容易-一出來 〆 コトデ 
ア 〆 、コレモ諸君ガ御記憶デアラウガニ三年前ノ文展-1落葉卜云フ晝ガ出テ居ッタ其晝中二橡ノ葉ガ落チーズ居 
ッタガ其葉ノ落チ方ガ面白クナカッタ御承知ノ通リ橡ノ葉ハ恰モ掌ヲ開ィタヤウナ形一ーナッタ居ルガ秋一一枯テ 
落ル時ハ葉柄ハ本一一殘リ先キノ葉ダケガ先ブ落チ然 〆 後二葉柄ノ落ツ 〆 モノデアル、所ガ此晝-ーア 〆 樣-一橡ノ 
葉ガ葉柄卜 典-一落テ 居，ヤクー I 描 テア ダト 故意-1引 キチ ギッテ 捨ーグ タモノヽヤウ -1 見工 〆 ノデ決 シー r 晚秋ノ頃 
自然-1落ツル狀態ヲ現ハサナィ、ナウ云フヤクナ譯デ此畫ハ事實ヲ邈視シタ點ガアッテ精巧ナ 〆 晝ガ事實卜伴 

B 本 美術 院 n テ講演 - fe ル r 繪畫 -I 於ケル植物 j 














H 本美術院- 1 テ講演セル「繪畫 -I 於ケル植物」 



ぐザ，ヤウナ結果一!ナッタ居ッタ總テ畫11ハ斯ク云フ事/ナイヤウ11シタイノデア〆ガ私ハコンナ間違ヒヲ避 
ケ，ノハ何デモナイト思フ前-ーモ申ス通リ畫中-一入リ來ル植物ノ種類、ンサウ非常-一多ク.ハ無イノデア，カラ先 
ヅ大抵ハ普通ノ草木一一注意シーグサへ居レバ宜シイメデア，例へパ地錦ノ如キモノハ最乇多ク晝中一一入リ來，モ 
ノデアルガ多クハ其描キ方ガ事實卜違ッテ居〆是レハ畢竟地錦ノ硏究ヲシテナイカラデア〆一度地錦ハ斯ノヤ 
クナモノデアグト云フコトヲ促へサヘスレバソレカラ先キハ自由自在二描キ現ハシ得べキモノデア〆ガ然シ之 
ヲ硏究ジテナイトナ〆卜何時マデ#全ク事實卜違ッタモノトナリ爲メ -! 識者ノ嗤笑ヲ買ヌコト1ーナ，前ノ文展 
二出夕四月ノ雞間トカ五月ノ難間卜力題シテアッタ晝中ノ地錦ナドーーモ大-一實際卜違ッタ缺點ガ現ハレテ居ッ 
夕、サウ云フ譯デアルカラ晝家ハ今後ノ御客様、鑑賞家て F ク云フ人々デア，卜云フコトヲ考へテサク云フ缺點 
ノ無イャクニ努カシテ戴キタイト云フコトヲ日本美術ノ爲メニ私ハ其道ノ A 々 二御願スル次第デア〆 
種々 ナ，事實ヲ擧ゲテ 御 話スルト餘？_クナルカラ 其中 一一就テ ニ三 ヲ申シ 上 グレバ、一體 日本 晝家ガ 植物 ノ葉 
ヲ描クーーハー定ノ型ガアッテ其型ガー般ノ描法トナッテ居ルヤクデアル 其 レハドウ云フ型カト云フト例へ V 橫 
カラ斜メニ 見夕 植物ノ葉ハ多ク圖ノーノ樣一一中央ノ中脈ヨリ上ノ半 分ガ 狹クナッタ樣二描イーズアグ、 物 ニヨッ 
テハ無論其樣一ーモナルガ然シ獅トカ樫卜力其他大抵ノ葉ハ中脈ノ所ガ折レ.テ凹ンデ其兩側面ガ多ク、ノ上ノ方へ 
反ッテ居ル其レヲ撗カラ見タト キハ 圖ノニノ樣一一中脈ヨリ上ノ方ガ廣ク下ノ方ガ狹ク 見ユ 〆 ヤウニナル其レト 
反對二中脈ノ邊ガ凸クナッタ居，椿ナドノ樣ナ葉ナレパ圖ノ三ノ樣二上/方ガ狹ク見エ〆ノガ當妖 f デアダ是レ 
ハ 其圖ノ ニノ 樣ナ揚合デ/其圖ノ四-一 示 ス樣一一視野ノ開度ガ上半 ( p 〕ハ廣クテ 下半 (イ)ガ狹 イカ ラデアグ其圖 
ノ三ノ樣ナ場合デハ之レト反對デアッテ其圖ノ 五-一 示ス樣二其視野ノ開度ハ上半 (P) ガ狹クテ下半(イ)ガ廣イ 
カラデ アル、所ガ前- 1 言夕樣 二日本畫デハドノ 植物 ノ葉デモ其レガ 大抵 一樣一一中脈ノ上半 分ガ 狹クナッタ 居， 
私ハ此從來ノ描法ヲ改良ジタラドウカト思フ、其上-一日木畫デハ總體一一葉ノ脈ヲ不注意千萬一一竦略二描イテア 
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B 本美彼院 - i テ講演セル r 繪畫 - I 於ケル植物」 


ダ圖ノー r 不シタ乇ノハ其ノー 例デアル我邦ノ造花ノ 
方ナドデモ從テ葉ノ脈ガ非常二亂暴ニナツテ居，然シ 
薔薇ノ類ナド西洋カラ來夕造花ハ其葉ガ誠 n 良ク出來 
_ア居,ガ日本出來ノハ悉ク粗末デア 〆 植物ノ葉ノ形モ 
大切デア，ケレドモ葉/脈モ亦非常一一大切ナモノデア 
ツテ例へパ茶ノ葉ノ葉脈ノ如キハー種特別/モノデ判 
然卜其大支脈ガ大ナル綱ノ目ノヤクニナッタ居 〆 其レ 
ヲ矢張リ他ノ植物卜同ジヤクナ葉ノ脈- f 描クト爲メニ 
茶タグコトヲ發揮シナィ結果トナ，此圖ノニノ葉ハあ 
らかしデアッテ圖 N 三ノ葉ハ椿デアグガ其雨者ヲ見テ 
モ此樣二異ッテ居，又刺桐ノヤクナ分裂葉ニシテモ菜 
ノ本カラ其裂片へーツ宛眞直グーー脈ガ通ッテ居，ノーー 
畫デ見，卜其脈ガ中ホドカラ岐レテ隣ノ裂片へ走ッテ 
居 〆 樣ナ描方ヲシテ居，コトガア 〆 サクナ，卜見，人 
二其刺桐ノ葉夕\感ジヲ起サセナィコトニナル又葉ノ 
脈ハ皆ナ魚ノ脊骨ノヤクニナツテ居 〆 カト云ストナウ 
單純ナモノデハナクシ ry レゾレ特徵ガアッテ柹ハ柹 
ラシィ脈絡ヲ有シ槲ハ槲ラシィ脈絡ニナッープ居火卜云 
フヤゥニ皆ナ本然/葉脈ヲ具へテ居ルカラサウ云フコ 
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暌夕花パカリデハナク多少頭ガ垂レタノモアルガ悉ク伏シタヤウーーナッテ居 〆 ノハ多クハ人家二作ッタモノ-一 
限，卜言ッテモ宜シイノデア，サウ云フ n トモ注意ヲ要ス 〆 コトデ單-1其植物ノ形狀ノミナラズ此土地ニハド 
ウ云フ植物ガ生ズルカト云フコトモ大二心得 テ 置クべ キ事卜 思フサウデナイト京都ノ晝-一京都-一無イ植物ガ描 
イテアルト云フ樣ナ事ガ起ッテ來 〆 、是モ文展二出夕晝デアッタガ瓦暮ノ頌ノ上二草ガ生ヱテ居夕其草ハ荒地 
の 菊 卜云フ 者デ實ガ飛ンデ往ッテ何處へデモ生工 〆 者デアグカラ塀ノ上そ生 H テ居テモ何モ無理ハナイガ若シ 
此畫ガ德川時代ョリズット以前/圖デアッタナラ非常-一工合ノ惡イモノ-ーナッテ仕舞フ、卜云フノ V 右ノ草ハ 
古カラ日本二在ッタ品デナク都會へハ其 後 1 一入 リ來ッタ者デアグカラデアル サク 云フ譯デア，カラ植物ノ分布 
ノ事ナドモ注意シテ描カヌト大キナ間違ガ出來 y 卜思フ右\樣二種々ノ事ヲ考へ，卜容易二手ヲ下サレヌト御 
考へ-1ナル方モアラウガソンナ事ヲ詮議ス，ノハ敢テ難事デハナイノデアグ 

ソレトモ クーツ御注意ヲ願ヒタイコトハ木ヲ描クトキ/枝振リデア 〆 木ノ枝ハ其木ノ種類ニヨリテ種々ノ姿勢 
ガアルカラ晝ノ方デモ今少シ枝ノ出方等ヲ硏究シタナラバー層畫ノ價値ヲ高メ 〆 コト1 i ナラウト考 f 〆 其木ハ 
何/木デアルカ分ラヌヤウナ枝振一ーナッタ居 〆 畫ガ隨分アグガ晝ノ方デハ或ハ枝振リナドハドクデモ可イト云 
フヤクナコトニナッテ居ルノデハナイカト考へラレ 〆 有樣デアグ此枝ノ硏究ハ最モ容易ナコト.デアッテ夏デモ 
冬デモ其木ヲ見レパ直グ分，コトデアル美術家諸君ノ中デ自家獨得ノ晝風ヲ創始シタイト云フヤク .. ナ方ハ此等 
/方面ヲモ注意シテ硏究シタナラ何力其間-一捉へ，事ノ出來ダモノガアリハセヌカト思フ又一般-一何ノ學問、 
藝術ニシテモ時勢ノ進運二伴レーブ後レヌヤクニシナケレパナラヌト云フ點カラ見テモ晝中二入 〆 物/總テ其根 
本ヲ究メ其レヲ巧ミニ安排スルト云フコトハ甚ダ緊要ナコトヽ思フー向-一舊套ヲ脫スルコトナクドコマデモ從 
來ノマ、デヤグト云フヤウナコトデハ美術ノ進歩ハナイモノデアル其レ故私ハー面新タナ 〆 御硏究ヲ願フ次第 
デア 〆 、扨今日ハ平素考へテ居？マシタコトヲ了度ョイ機會卜思フタノデ不順序一一申上ゲマシタガ然シ美術家 

日本美術院- 1テ講演セル「繪畫_ 一 於ケル植物 J 

















土佐ノニ番稻 


6 ) 1 諸君ハソンナ事ハ疾クニ御承知ノコトデアッタカモ知レナイ又私ノ說二間違 . * y テ居ル點ガアッタナラ幸-一御敎 
241示ヲ仰ギタイト思フ、諄々シキ長話ヲ致シテ御淸聽ヲ汚シタノハ誠-一恐縮ノ至リデア，(畢) 



0土佐/二番稻 


在東京南海園主 田 村 利 親 


高知縣ナル土佐ノ國ハ南海道二屬シ四國ノ南部二位スル所/ j 州デアル州ノ北ハ蛾々夕，峻嶺ヲ負ヒテ恰乇屏 
風ヲ立テタルガ如ク南ハ渺茫夕 〆 大洋ヲ控へテー大灣ヲ形チ造リ海岸ノ線路ハ東西殆ンド百里二達シ其間白沙 
靑松相連リテ風景/佳ィ處モ亦少ナクナィノデア 〆 

斯クノ如キ地形デアルカラ其間-一介在セ，土地ハ甚ダ M 飫デア，且ツ氣候最モ溫暖ナ 〆 ガ故 II 海岸ノー 部一一於 
テハぁかぅ(榕樹ノー 種)其他熱帶地方一一產スル所謂熱帶植物ガ繁殖シテ居ル處ガアル 

二番稻ハ古來ヨリ斯ク溫暖ナル氣候ヲ利用シー7"作ッタモノデアッタ住時ハ唯高知城下ノ附近即チ万々、 
秦泉寺、江ノロ、比島等ノ諸材 >1於テ出來タソシテ是等ノ諸材ヲ江廻''，^卜稱へ夕 

土佐ノニ番稻ハ昔カラ最モ名高キモノデアッテ他國デハ土佐、 v 米ガニ度マデモ取レダ上國トマデ稱賛セランテ 
居タノデアグガ偖テ此二番稻二就ーブハ是レマデ他國ノ人デハ多少誤解ヲシテ居ッタモノモア 〆 樣,一聞キ及ンダ 
事モアレバ今爱一一二番稻ノ事ヲ記スル-一方リ-ブ少シク之 V ヲ辯解シテ置ゥト思フ 

佘ハ十五六歲ノ頃ヨリ殆ンド半生/他國住居ヲナシク居ッタガ此ノ間二於テ余ハ屢々土佐國ノニ番稻ヲ他ヨリ 
尋ネ ラレタコトガ アル其尋ネ タグ 人々ハ何 レモ ニ番稻卜云フモノ、ノ先ブ普通 ノ稻ヲ 刈リ取リーグ其刈リ株ヨリ瓦 
二新葉ヲ出シ次デ稻穗ヲ拙ィテ遂-一成熟シクルモノデアルト思ッテ居ル是レハ他國人ノ大ナル誤リデア， 












